選定理由書　様式は任意です。
１．当該地を選定した理由
（宅地、雑種地等での検討、業務上を考慮した選定となっているかを記載してください。）
２．検討箇所（候補地）
	候補地の所在
	地目
	面積
	農地
区分
	選定したが転用できない理由

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


（注）検討箇所を住宅地図等で示すこと。
　　　年　　　月　　　日
申請者（転用事業者）
住　所
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代替地の検討について
　平成２１年１２月の農地法改正により、農地法が厳格になりました。
第１種農地については、農地転用許可基準は原則不許可（例外あり）、その他第２種農地については
周辺の他の土地に立地することが困難な場合は許可し得るとの規定があります。
このことから、第３種農地以外の農地については、代替地検討が必ず必要になりました。
（一時転用についても同じ）
◎代替地検討とは・・・申請地以外で事業を達成できない理由を示してもらうものです。
◎方法としては・・・下記事項等について検討した結果、選定理由書を作成する。

◎申請地周辺で「宅地・雑種地」、「第３種農地」がない場合は、第２種農地など検討してください。
１．農地法の規制がかからない「宅地・雑種地」、原則許可の「第３種農地」を候補地として選定する。





２．その選定地の位置等を住宅地図等で表す。





３．選定した場所で転用できない理由を記入する。








